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国
労
東
日
本
本
部
は
、

逆
風
の
中
の
21
春
闘
の

取
り
組
み
と
し
て
、
交

渉
期
間
中
の
「
国
労
東

日
本
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
」

の
発
行
回
数
を
増
や
し

て
情
報
発
信
に
努
め
、

組
合
員
に
よ
る
春
闘
の

取
り
組
み
強
化
と
と
も

に
、
組
合
未
加
入
者
に

も
支
持
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。
同
時
に
会
社
に

も
私
た
ち
の
譲
れ
な
い

思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
青
年

部
・
女
性
部
を
中
心
に
、

１
月
～
２
月
の
間
、
Ｊ

Ｒ
採
用
社
員
を
対
象
に

し
た
賃
金
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
（
主
な
内

容
は
本
誌
裏
面
）
、
約

３
０
０
名
の
回
答
を
ま

と
め
、
交
渉
時
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
使
用
し

ま
し
た
。

会
社
は
「
内
部
留
保

（
利
益
剰
余
金
）
は
、

今
後
会
社
が
成
長
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
投

資
等
に
活
用
し
て
い
く
」

「
会
社
の
経
営
体
力
は

し
っ
か
り
と
あ
り
、
今

後
も
成
長
投
資
を
続
け

る
」
な
ど
の
説
明
を
行
っ

た
中
で
の
回
答
が
定
期

昇
給
の
半
分
カ
ッ
ト
で

あ
り
、
将
来
へ
の
投
資

は
す
る
が
、
社
員
に
は

黒
字
ま
で
ガ
マ
ン
し
ろ
、

と
い
う
内
容
で
し
た
。

定
期
昇
給
は
、
普
通

に
働
い
て
い
れ
ば
、
所

定
昇
給
額
（
係
数
４
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
他
社
は
定
期
昇

給
を
完
全
実
施
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と

Ｊ
Ｒ
他
社
と
の
大
き
な

違
い
は
、
社
員
の
組
合

加
入
率
で
（
東
日
本
は

約
30
％
・
他
社
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
）
社
員
か
ら

大
き
な
異
論
は
出
な
い

と
考
え
た
の
で
し
ょ
う

が
、
基
本
給
だ
け
で
も

生
涯
賃
金
に
１
０
０
万

円
以
上
の
差
が
で
る
事

態
に
、
若
手
社
員
の
落

胆
と
不
信
感
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

東
日
本
本
部
は
、
３

月
24
日
に
、
①
今
回
の

判
断
は
就
業
規
則
・
労

働
協
約
の
ど
の
条
文
に

よ
る
判
断
か
、
②
速
や

か
な
昇
給
・
回
復
を
求

め
る
内
容
の
申
し
入
れ

（
申
17
号
）
を
提
出
し

ま
し
た
。

交
渉
は
３
月
31
日
に

行
わ
れ
、
組
合
と
し
て

「
労
働
協
約
や
就
業
規

則
で
は
、
昇
給
を
減
ず

る
場
合
は
昇
給
調
整
条

項
（
平
素
の
勤
務
成
績

を
十
分
に
調
査
し
て
～
）

の
み
で
、
今
回
の
考
え

方
は
疑
問
。
昇
給
係
数

２
が
、
社
員
の
や
る
気

に
悪
影
響
が
出
る
。
手

当
な
ど
で
の
ケ
ア
を
求

め
る
。
業
績
が
回
復
し

た
ら
、
残
り
の
昇
給
係

数
２
を
回
復
す
る
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
主
張
。
会

社
は
「
昇
給
の
実
施
は
、

会
社
が
維
持
・
存
続
で

き
る
か
が
大
前
提
。
条

文
で
も
昇
給
係
数
は
４

以
内
で
、
今
回
は
２
と

し
た
。
４
を
約
束
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、

ゼ
ロ
も
含
ま
れ
る
。
２

期
連
続
の
赤
字
決
算
に

は
し
な
い
決
意
。
生
涯

賃
金
に
影
響
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

昇
給
の
回
復
は
現
時
点

青
年
・女
性
の

訴
え
を
ぶ
つ
け
る

こ
れ
を
定
期
昇
給

と
い
う
の
か
？

各機関から東日本本部に寄せられたたくさんの檄

2021春闘

年
度
途
中
で
の

回
復
を
強
く
要
求

定昇回復の緊急申し入れを行う

で
は
考
え
て
い
な
い
。

基
本
給
は
下
が
っ
た
訳

で
は
な
く
、
上
が
っ
て

い
る
」
な
ど
の
や
り
と

り
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
は
、
今

後
も
引
き
続
き
「
労
働

条
件
に
関
す
る
協
約
の

申
し
入
れ
」
の
中
で
議

論
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。東

日
本
本
部
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
）
と
も
春
闘
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

３
月
19
日
の
交
渉
で

会
社
は
「
社
員
・
人
材

の
確
保
・
定
着
と
い
う

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
可

能
な
範
囲
で
社
員
の
労

働
条
件
を
向
上
さ
せ
て

い
く
と
い
う
方
向
性
は

考
え
て
い
る
」
な
ど
の

説
明
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
３
月

25
日
に
回
答
を
行
い
、

定
期
昇
給
の
完
全
実
施

（
昇
給
係
数
４
）
と
、

昨
年
決
定
し
て
い
た
初

任
給
５
，
０
０
０
円
改

定
の
具
体
的
経
過
措
置

に
つ
い
て
示
さ
れ
ま
し

た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
３
月
18
日
、
ベ
・

ア
５
，
０
０
０
円
等
の
国
労
要
求
か
ら

な
る
賃
金
改
善
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

①
「
ベ
・
ア
」
ゼ
ロ

②
定
期
昇
給
係

数
２
（
本
来
の
二
分
の
一
）
と
い
う
、

コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘
す
る
社
員
感
情
を
無

視
し
た
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は

定
昇
完
全
実
施

定
昇
の
実
施
は

黒
字
が
前
提

（第
２
回
交
渉
）

！
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﹇
基
本
給
額
﹈

［ 年齢 ］

［全体］

知っている
68％

知らない
32％

［全体］ 満足
4％

やや満足
24％

やや不満
43％

不満
29％

［勤続1～5年］満足
4％

やや満足
21％

やや不満
50％

不満
25％

［6～10年］ 満足
3％

やや満足
17％

やや不満
47%

不満
33％

［11～15年］ 満足
3％

やや満足
17％

やや不満
47%

不満
33％

［20 年以上］満足
0％

やや満足
20％

やや不満
30％

不満
50％
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国
労
東
日
本
本
部
青
年
部

と
女
性
部
は
、
今
年
１
月
～

２
月
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
社
員
（
組
合
加
入
・
未
加

入
を
問
わ
ず
。
Ｊ
Ｒ
採
用
社

員
の
み
）
を
対
象
に
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
多
く
の
社
員
か

ら
不
満
や
不
安
が
出
さ
れ
、

組
合
員
か
ら
若
手
社
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
す
る
場
面

で
も
、
会
社
に
組
合
は
必
要

だ
と
い
う
気
持
ち
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
ま
と
め
、
東
日
本
本
部

は
組
合
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組

め
る
会
社
と
の
春
闘
交
渉
に

持
ち
込
み
、
若
手
社
員
の
気

持
ち
を
代
弁
し
つ
つ
春
闘
交

渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

結
果
的
に
回
答
は
昇
給
半

額
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た

も
の
の
、
東
日
本
本
部
は
今

後
も
、
減
額
さ
れ
た
昇
給
分

の
復
活
に
向
け
た
交
渉
に
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
活

用
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

基
本
給
額
分
散
図
で
は
、
総
合
職
・
エ
リ
ア
職
・
プ
ロ
採
・

社
会
人
採
用
・
Ｇ
Ｓ
社
採
・
鉄
事
採
な
ど
を
分
け
ず
、
高
卒
・

大
卒
の
区
分
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
齢
の
割
に
は
世
間

一
般
の
会
社
よ
り
基
本
給
が
低
い
事
が
読
み
取
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
超
過
勤

務
や
休
日
出
勤
に
頼
ら

な
け
れ
ば
生
活
で
き
な

い
気
持
ち
が
生
ま
れ
る

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
基
本
給
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
本
部
は

長
年
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
に
対
し
て
廃
止
を
求

め
て
い
ま
す
。

そ
の
金
額
に
応
じ
て

退
職
金
を
減
額
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
事

を
、
理
解
し
て
い
な
い

社
員
も
多
く
、
会
社
も

十
分
な
周
知
を
し
て
い

な
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
き
ま
し
た
。

賃金アンケート結果

[青年・女性社員賃金実態アンケート]より

今
の
給
料
に
満
足
し
て
い

る
か
と
い
う
設
問
で
は
、
満

足
＋
や
や
満
足
で
３
割
に
満

た
な
い
状
況
で
、
特
に
勤
続

20
年
以
上
の
社
員
で
不
満
の

度
合
い
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
年
代
的
に
子
供
も
大

き
く
な
り
、
教
育
費
や
住
宅

費
が
か
か
る
時
期
で
あ
り
、

将
来
へ
の
不
安
以
上
に
、
現

実
の
や
り
く
り
に
困
っ
て
い

る
実
態
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

【あなたは今の給料に満足していますか】

（詳しくは国労東日本本部ＨＰをご覧ください）

定期昇給 その他

ＪＲ東日本 昇給係数2 JREMALLで社員割引

ＪＲ貨物 定期昇給
勤続15年以上契約社員の

退職慰労金増額

ＪＲバス関東 所定昇給額の2/4 55歳以上社員は+6,000円

ＪＲバス東北 所定昇給額の2/4

ＪＥＳＳ 昇給係数4 初任給引き上げの経過措置

ＣＴＳ 昇給係数4
保存休暇制度新設

子供手当新設 など

東北ロジスティクス 新人事制度により実施

信州ロジスティクス 賃金規定の改訂実施 職務給も改善

【 各社春闘回答状況 】（ベ・アは各社ともなし）

【 基本給額分散図 】

あ
な
た
は

第
二
基
本
給
を

知
っ
て
い
ま
す
か

【

】

［15～20年］満足
8％

やや満足
34％

やや不満
25％

不満
33％


